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今
回
の
連
携
大
学
院
協
定
締
結
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
４
月
６
日
に
昭
和
薬
科
大
学

が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。

　

昭
和
薬
科
大
学
大
学
院
で
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

サ
イ
エ
ン
ス
と
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
と
の
融
合
（
昭
和
薬
科
大
学
／
国
立
医
薬

品
食
品
衛
生
研
究
所
）
及
び
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ

イ
エ
ン
ス
と
ク
リ
ニ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
と
の

融
合
（
昭
和
薬
科
大
学
／
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
）
の
両
輪
で
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
し
て
い
く
。
大
学
院
に
客
員
教
授
を
迎

え
る
こ
と
で
、
学
生
は
最
前
線
の
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

昭
和
薬
科
大
学
大
学
院
と
国
立
医
薬
品
食
品

衛
生
研
究
所
に
よ
る
「
連
携
講
座
」
に
関
す

る
協
定

▼
締
結
日

　

２
０
２
０
年
３
月
26
日

▼
締
結
の
目
的

　

両
者
が
緊
密
な
協
力
体
制
を
構
築
し
「
連

携
講
座
」
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
大
学
院
の

教
育
研
究
並
び
に
学
術
及
び
科
学
技
術
の
発

展
に
寄
与
す
る
。

▼
連
携
の
概
要

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛

生
研
究
所
の
研
究
者
を
昭
和
薬
科
大
学
大
学

院
の
客
員
教
授
と
し
て
迎
え
、
医
薬
品
食
品

衛
生
に
関
す
る
最
新
の
専
門
知
識
を
学
生
が

学
べ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
学
生
が
、
日
本

に
お
け
る
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の

中
心
地
で
あ
る
同
研
究
所
の
専
門
家
か
ら
大

学
院
の
研
究
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。
一
方
、
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
に

学
生
の
若
い
活
力
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
独

創
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
等
、
研
究
活
動

の
一
層
の
活
性
化
を
目
指
す
。

▼
期
待
さ
れ
る
こ
と

　

大
学
の
薬
学
に
関
す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
イ

エ
ン
ス
と
、
同
研
究
所
の
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
が
、
次
代
の
教
育
・
研
究
を
担

う
大
学
院
生
が
架
け
橋
と
な
っ
て
出
会
う
こ

と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
新
し
い
視
点
か
ら

の
発
見
や
技
術
開
発
が
進
み
、
両
者
が
国
民

の
健
康
維
持
と
疾
病
治
療
の
観
点
に
お
い
て

さ
ら
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

昭
和
薬
科
大
学
大
学
院
と
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
教
育
研
究
協
力
に
お
け

る
連
携
（
連
携
大
学
院
）
協
定

▼
締
結
日

　

２
０
２
０
年
３
月
27
日

▼
締
結
の
目
的

　

両
者
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
昭
和

薬
科
大
学
大
学
院
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
成
育
セ

ン
タ
ー
の
研
究
活
動
の
推
進
及
び
そ
の
成
果

の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
学
術
及
び
科

学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

▼
連
携
の
概
要

　

協
定
締
結
に
よ
り
、
成
育
セ
ン
タ
ー
の
研

究
者
を
昭
和
薬
科
大
学
大
学
院
の
客
員
教
授

と
し
て
迎
え
、
成
育
医
療
に
関
す
る
最
新
の

知
見
を
学
生
が
学
べ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た

学
生
が
、
成
育
医
療
に
関
す
る
最
先
端
の
技

術
・
設
備
等
を
有
す
る
成
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
大
学
院
の
研
究
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
成
育
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
共
同
研
究
に
学
生
の
若
い
活
力
が
参
加

す
る
こ
と
で
、
独
創
的
な
研
究
を
発
展
さ
せ

る
等
、
一
層
の
活
性
化
を
目
指
す
。

▼
期
待
さ
れ
る
こ
と

　

大
学
の
薬
学
に
関
す
る
基
礎
科
学
と
成
育

セ
ン
タ
ー
の
臨
床
科
学
が
出
会
う
こ
と
で
、

次
代
の
教
育
・
研
究
を
担
う
大
学
院
生
が
架

け
橋
と
な
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
新
し
い
疾

病
発
症
機
序
の
発
見
や
新
し
い
視
点
か
ら
の

治
療
方
法
開
発
が
進
み
、
両
者
が
国
民
の
健

康
維
持
と
疾
病
治
療
の
観
点
に
お
い
て
さ
ら

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
昭
和
薬
科
大
学
大
学
院
生
が
成
育

セ
ン
タ
ー
で
成
育
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知

見
を
学
び
共
同
研
究
に
参
画
す
る
こ
と
で
、

成
育
医
療
に
特
化
し
た
若
手
研
究
者
、
薬
剤

師
を
育
成
し
、
成
育
医
療
分
野
に
お
け
る
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

問
い
合
わ
せ
先

昭
和
薬
科
大
学
広
報
委
員
会

渡
部
一
宏
教
授

電
話
：
０
４
２
（
７
２
１
）
１
５
１
１

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
に
関
す
る
対
応

　

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
薬
剤

部
は
４
月
17
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

19
）
に
関
す
る
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
セ
ン
タ
ー
病
院
薬

剤
部
の
対
応
」
を
公
開
し
た
。

　

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
薬
剤

部
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
の
入
院
患
者
に

対
し
て
診
療
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
薬
剤
部

で
の
対
応
を
紹
介
す
る
こ
と
で
「
各
施
設
で

ご
検
討
さ
れ
る
際
に
、
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
し
て
い
る
。

　

資
料
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
患

者
対
応
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
個
人
防
護
具
）、
医
薬

【ニュース・1】

昭
和
薬
科
大
学
・
連
携
協
定
を
締
結

　

国
民
の
健
康
維
持
と
疾
病
治
療
に
貢
献

　

昭
和
薬
科
大
学
は
３
月
26
日
に
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
と
、
ま
た
３
月
27
日
に

は
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
大
学
院
協
定
を
締
結
し
た
。
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
で
新
し
い
視
点
か
ら
の
発
見
や
技
術
開
発
が
進
み
、
各
機
関
が
国
民
の
健
康
維
持
と

疾
病
治
療
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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品
管
理
、
持
参
薬
鑑
別
、
服
薬
指
導
に
つ
い

て
同
薬
剤
部
の
取
り
組
み
例
が
記
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
参
考
資
料
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
19
感
染
患
者
に
対
す
る
病
棟
薬
剤
師
の
活

動
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
）、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
装
着

／
脱
衣
手
順
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

患
者
対
応
、
持
参
薬
鑑
別
、
服
薬
指
導
な

ど
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る

（
詳
細
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
の
こ
と
）。

患
者
対
応

　

当
院
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
（
疑

い
例
を
含
む
）は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
（
重
症
例
）、

陰
圧
病
棟
（
中
等
症
例
）、
一
般
病
棟
（
疑

い
例
）
に
分
け
て
入
院
を
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
病
棟
で
薬
剤
師
が
必
要
な
患
者
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
担

当
薬
剤
師
を
１
名
専
従
と
し
て
配
置
し
３
つ

の
病
棟
を
横
断
的
に
担
当
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
担
当
薬
剤
師
は
夜
勤
・
土
日
日

直
業
務
か
ら
外
し
、
平
日
日
勤
の
み
の
業
務

と
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
薬
剤
師
と
し
て

さ
ら
に
１
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、
他
の

不
特
定
多
数
の
患
者
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
、

他
の
病
棟
の
患
者
と
の
接
触
や
外
来
窓
口
対

応
か
ら
外
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
ラ
ウ
ン
ド
も

参
加
中
止
と
し
て
い
ま
す
。

（
資
料
に
は
陰
圧
病
棟
、
一
般
病
棟
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
の
留
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）

持
参
薬
鑑
別

・
持
参
薬
鑑
別
は
通
常
の
入
院
患
者
と
同
様

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
の
持
参
薬
は
、

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
ま
ず
、
患

者
の
部
屋
に
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
担

当
薬
剤
師
が
持
参
薬
を
鑑
別
し
て
い
ま
す
。

・
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
担
当
薬
剤
師
は

Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
装
着
し
、
感
染
対
策
に
注
意
を
払

い
な
が
ら
入
室
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
持
参
薬
鑑
別
の
電
子
カ
ル
テ
へ
の
登
録
は

担
当
看
護
師
と
確
認
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

・
持
参
薬
は
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
観
点
よ
り
病

棟
看
護
師
に
よ
る
管
理
が
困
難
な
た
め
、
原

則
は
使
用
せ
ず
、
当
院
の
処
方
薬
へ
変
更
し

て
い
ま
す
。

・
外
国
籍
患
者
の
海
外
の
医
薬
品
な
ど
、
院

内
で
処
方
が
で
き
な
い
特
殊
な
薬
剤
は
、
持

参
薬
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
内
服
確
認
は
口

頭
で
行
っ
て
い
ま
す
。

服
薬
指
導

・
主
治
医
よ
り
服
薬
指
導
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
に
服
薬
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
薬

歴
確
認
に
よ
り
指
導
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場

合
は
主
治
医
に
確
認
し
て
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
感
染
患
者
の
部
屋
に
入
る

際
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
装
着
し
入
室
し
ま
す
。
退

室
の
際
は
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
廃
棄
Ｂ
Ｏ
Ｘ

へ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
廃
棄
し
て
退
室
し
ま
す
。

http://w
w
w
.hosp.ncgm

.go.jp/phar/
index.htm
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【 2・ニュース】

健
康
長
寿
の
た
め
の

「
向
陵
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ブ
」（
９
）

ご
用
心
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
禁
足
ス
ト

レ
ス
に
！

　

前
回
か
ら
一
ヵ
月
経
っ
た
わ
け
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
事
件
騒
動
が
ま
だ
治
ま
ら
な

い
。
ア
ッ
と
言
う
間
に
感
染
爆
発
し
て
し

ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
れ
ば
、
感
染

爆
発
を
抑
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
ギ
リ
ギ

リ
の
状
態
で
頑
張
っ
て
い
る
日
本
の
対
応

は
素
晴
ら
し
い
の
一
語
に
尽
き
る
。
安
倍

首
相
や
小
池
都
知
事
の
熱
心
な
訴
え
に
、

わ
れ
わ
れ
国
民
サ
イ
ド
も
よ
く
頑
張
っ
て

応
え
て
い
る
。
や
は
り
日
本
は
素
晴
ら
し

い
国
だ
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
な
が
ら
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

を
避
け
る
と
い
う
「
禁
足
状
態
」
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
は
か
な
り
厳
し
い
。
そ
れ
も
今

は
ま
だ
ほ
ん
の
入
り
口
で
、
今
後
い
つ
ま

で
続
く
か
不
透
明
だ
と
い
う
。
感
染
爆
発

は
抑
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
代
わ
り
に
ス

ト
レ
ス
爆
発
が
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
ん
な
大
袈
裟
な
！　

と
の
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い

と
私
は
思
う
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
事
件

は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
人
類
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー

（
時
空
を
超
え
た
一
大
転
換
点
）」
級
の
大

事
件
な
の
だ
か
ら
、
細
心
の
上
に
も
細
心

の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

個
人
の
イ
ラ
イ
ラ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

社
会
全
般
が
余
裕
の
な
い
イ
ラ
イ
ラ
状
態

に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
恐
い
。

　

そ
こ
で
、
面
白
い
本
を
紹
介
し
た
い
。

よ
く
テ
レ
ビ
に
も
顔
を
見
せ
る
脳
科
学
者

の
中
野
信
子
さ
ん
の
近
著
「
人
は
、
何
故

他
人
を
許
せ
な
い
の
か
？
」
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
人
の
脳
は
、
…
分
か
り
や

す
い
攻
撃
対
象
を
見
つ
け
、
罰
す
る
こ
と

に
快
感
を
覚
え
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま

す
。」「
他
人
に
『
正
義
の
制
裁
』
を
加
え

る
と
、
脳
の
快
楽
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、
快

楽
物
質
で
あ
る
ド
ー
パ
ミ
ン
が
放
出
さ
れ

ま
す
。
こ
の
快
楽
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
と

簡
単
に
は
抜
け
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

罰
す
る
対
象
を
常
に
探
し
求
め
、
決
し
て

人
を
許
せ
な
い
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
状
態
を
、
私
は
正
義
に
溺
れ
て
し

ま
っ
た
中
毒
状
態
、
い
わ
ば
『
正
義
中
毒
』

と
呼
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
。

　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
！

ご
意
見
や
質
問
を
歓
迎
し
ま
す
。

natum
in@
coral.ocn.ne.jp

三み

輪わ　

亮り
ょ
う
じ
ゅ寿（
弁
護
士
・
作
家
）


